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　普段、皆さんは働いている外国人と接する機会はありますか。コンビニや飲食店で働く人、と答え
る方も多いと思います。日本国内で働く外国人は年々増加し、2023年10月現在、約205万人の外国人
が日本国内で働いていますので、皆さんにとって身近な存在になっているのではないでしょうか（図
表₁）。
　そこで、今回から外国人材のコーナーを開設し、働く外国人に関する、在留資格、企業等における
受け入れの事例、また外国人とのコミュニケーションで必要となる「やさしい日本語」等について紹
介します。皆様の職場における外国人材の受け入れや定着の参考となれば幸いです。初回は熊本県内
で働く外国人材の現状をご紹介します。

　外国人が日本国内で働く際に必ず必要となるのが、在留資格です。在留資格には学歴や職歴、専門
的な知識等がないと取得できないものがあります。一方で学歴や職歴を取得条件としない在留資格も
あります。それが「技能実習」です。熊本県では多くの企業、団体等が技能実習生を受け入れている
ことから、「技能実習」の割合が最も多く、全体の約₅割以上を占めています（図表₂）。

熊本県で働く外国人材の現状
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はじめに

日本国内と熊本県内の在留資格別外国人労働者の割合

外国人材受け入れに関してお困りごとがございましたら、上記担当者までお気軽にお問い合わせください。
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